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「朝もやの中の童里夢公園」
撮影者　円谷　勤さん（滑津原）
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　補正予算など14件の議案審議
　令和４年第２回臨時会が開会
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　浦原地区北部の浸水対策は？
　中島北区バイパスの計画は？
　商品券発行の経済波及効果は？�
行政区長に聞く（二子塚行政地区）�………P8

QRコードをスマホな
どで読み取り、議会
動画がご覧いただけ
ます。

　雨上がりの朝もやの中、生き生きとした新
緑に包まれたヨカッペ時計を撮影しました。



　

令
和
４
年
６
月
中
島
村

議
会
定
例
会
は
、
６
月
10

日
か
ら
６
月
15
日
ま
で
の

６
日
間
の
会
期
で
開
会
し

ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
村
長

か
ら
報
告
が
３
件
、
承
認

３
件
、
条
例
２
件
、
令
和

４
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
補
正
予
算
５
件
、

合
計
13
件
の
議
案
等
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
受
理
・
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
14
日
に
一

般
質
問
が
行
わ
れ
、
３
名

の
議
員
が
村
政
を
質
し
ま

し
た
。（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

最
終
日
に
総
務
教
育
常

任
委
員
会
か
ら
追
加
議
案

で
意
見
書
１
件
が
提
出
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

◆
令
和
３
年
度
中
島
村
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

　

◆
令
和
３
年
度
中
島
村
事

故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

◆
令
和
３
年
度
事
業
白
河

地
方
土
地
開
発
公
社
の

経
営
状
況
報
告
に
つ
い

て

　

地
方
自
治
法
第
1
7
9

条
に
基
づ
く
専
決
処
分
に

つ
い
て
、
３
件
の
承
認
が

求
め
ら
れ
ま
し
た
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
に
つ

い
て（
令
和
３
年
度
中

島
村
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
12
号
））令
和
４

年
３
月
18
日
専
決

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

３
回
目
接
種
の
た
め
既
定

予
算
額
に
３
８
０
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
予
算
総

額
を
32
億
３
，
３
９
６
万

６
千
円
と
し
た
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
に
つ

い
て
（
令
和
３
年
度
中

島
村
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
13
号
））令
和
４

年
３
月
25
日
専
決

　

令
和
３
年
２
月
13
日
に

発
生
し
た
地
震
に
よ
り
被

災
し
た
大
欠
堰
の
復
旧
工

事
に
お
い
て
、
補
助
対
象

事
業
費
の
確
定
に
伴
う
起

債
額
増
額
の
た
め
既
定
予

算
額
に
20
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
32
億
３
，
４

１
６
万
６
千
円
と
し
た
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
に
つ

い
て（
令
和
４
年
度
中

島
村
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
））令
和
4

年
4
月
６
日
専
決

　

令
和
４
年
３
月
16
日
発

生
の
福
島
県
沖
地
震
で
被

災
し
た
住
宅
の
修
理
等
を

支
援
す
る
た
め
、
既
定
予

算
額
に
８
０
９
万
６
千

円
を
追
加
し
、
37
億
５
，

５
９
８
万
3
千
円
と
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
ワ
ク
チ
ン

接
種

　

気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

徹
底
し
た
感
染
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
概
ね
順
調
に

推
移
し
て
い
る
。

３
回
目
の
接
種
率

高
齢
者�

96
・
３
％

18
歳
～
64
歳
以
下

�

86
・
２
％

12
歳
～
17
歳�

59
・
６
％

小
児　

希
望
す
る
方
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令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど

予
算
な
ど
1414
件
の
議
案
等
を
可
決

件
の
議
案
等
を
可
決

令和4年
第２回
定例会

提案理由の説明をする加藤村長

　
　
報
告
受
理
　

　
　
報
告
受
理
　

　
　
報
告
受
理
　

　
全
会
一
致
で
承
認

�

57
・
８
％

　

若
年
に
な
る
に
つ
れ
、

接
種
率
が
低
く
な
る
傾
向

が
あ
る
。

　

７
月
か
ら
は
、
4
回
目

接
種
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。

村
事
業
の
実
施
状
況

　

４
月
３
日
全
村
一
斉
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業
を
実

施
。
幼
稚
園
、
小
中
学
校

の
入
園
式
、
入
学
式
は
保

護
者
や
来
賓
の
参
加
数
を

制
限
し
、
祝
辞
省
略
な
ど

対
策
し
て
開
催
し
た
。
小

学
校
運
動
会
は
保
護
者
の

参
加
数
を
制
限
し
開
催
さ

れ
た
。

　

消
防
春
季
連
合
検
閲
は

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
。
吉
子
川
小
学
校
鼓

笛
隊
に
よ
る
交
通
安
全
防

犯
パ
レ
ー
ド
も
中
止
し

た
。　

第
３
弾
輝
ら
メ
キ
商
品
券

　

地
域
経
済
回
復
給
付
事

業
「
第
３
弾
の
輝
ら
メ
キ

商
品
券
」
が
6
月
４
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
全
会
一
致
で
承
認

　
全
会
一
致
で
承
認



◆
令
和
４
年
度
中
島
村

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

既
定
予
算
額
に
７
，
２

６
５
万
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
38
億
２
，
８
６

３
万
３
千
円
と
し
た
。　

　

国
庫
支
出
金
２
，
８
６

６
万
７
千
円
、
県
支
出
金

72
万
９
千
円
、
繰
入
金
１
，

５
２
５
万
４
千
円
、
諸
収

入
1
１
０
万
円
、
村
債
２
，

６
９
０
万
円
を
増
額
補
正

増
額
補
正　

○
総
務
費　

役
場
庁
舎
整
備
事
業
建
築

工
事
費
３
，
３
６
６
万
円
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事

業
補
助
金
１
１
０
万
円
、

自
治
体
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続

推
進
事
業
及
び
運
営
管
理

保
守
委
託
１
，
０
７
０
万

円　

○
民
生
費　

非
課
税

世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
事

業
関
係
経
費
６
５
５
万
円
、

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
事
業
費
６
３
０

万
円　

○
衛
生
費　

新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
関

係
経
費
１
，
２
２
３
万
１

千
円　

○
教
育
費　

滑
津

小
学
校
校
舎
改
修
調
査
設

計
業
務
１
４
５
万
5
千
円
、

中
学
校
揚
水
ポ
ン
プ
交
換

修
繕
工
事
１
１
６
万
７
千

円
、
公
民
館
費
施
設
維
持

補
修
工
事
33
万
円
、
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
調
査

設
計
業
務
４
６
４
万
８
千

円　

減
額
補
正　

○
民
生

費　

介
護
保
険
特
別
会
計

操
出
金
１
１
３
万
２
千
円　

○
農
林
水
産
業
費　

農
業

集
落
排
水
処
理
事
業
特
別

会
計
操
出
金
65
万
円

◆
中
島
村
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◆
中
島
村
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

国
の｢

被
災
児
童
生
徒

就
学
支
援
等
事
業｣

の
継

続
と
、
被
災
児
童
生
徒
の

十
分
な
就
学
支
援
を
求
め

る
意
見
書
（
陳
情
者　

福

島
県
教
職
員
組
合
中
央
執

行
委
員
長　

瀬
戸
禎
子
）

質
疑
応
答

問　
改
善
セ
ン
タ
ー
の
ア

ス
ベ
ス
ト
撤
去
に
は
多
額

の
費
用
が
か
か
る
と
思
う

が
、
今
後
こ
の
施
設
利
用

に
対
す
る
考
え
は

答　

改
善
セ
ン
タ
ー
は

３
・
１
１
震
災
で
の
改
修

な
ど
現
在
ま
で
数
多
く
の

改
修
を
積
み
重
ね
て
い
る

が
村
民
利
用
の
需
要
は
あ

る
。
今
後
は
実
用
的
に
改

修
す
る
な
ど
し
て
利
用
者

に
優
し
い
施
設
管
理
に
努

め
、
大
事
に
使
っ
て
い
き

た
い
。

問　
役
場
庁
舎
整
備
事
業

建
築
工
事
費
の
３
，
３
６

６
万
円
の
増
額
補
正
に
つ

い
て
。

答　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等

に
よ
る
資
材
の
高
騰
、
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
の

引
き
上
げ
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
補
助
金
に
つ
い
て
。

答　
元
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
さ
ら
に
深
め
て

い
き
た
い
と
の
内
容
で
申

請
を
し
、
一
般
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら

補
助
金
交
付
が
決
定
さ
れ

た
。

問　
庁
舎
備
品
の
購
入
額

を
抑
え
る
考
え
は

答　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
持
続
可
能

な
開
発
目
標
を
設
置
し
、

再
利
用
で
き
る
も
の
は
再

利
用
す
る
と
い
う
方
向
で

考
え
て
い
る
。
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議
決
さ
れ
た
補
正
予
算

特別会計名 補正前の予算額 補正額 補正後の予算額

令和４年度中島村国民健康保険特別会計補正

予算（第１号）
5億8,038万5千円 ▲202万円 5億7,836万5千円

令和４年度中島村簡易水道特別会計補正予算

（第１号）
2億7,466万8千円 39万1千円 2億7,505万9千円

令和４年度中島村農業集落排水処理事業特別

会計補正予算（第１号）
2億4,812万4千円 ▲65万円 2億4,747万4千円

令和４年度中島村介護保険特別会計補正予算

（第１号）
4億9,678万9千円 ▲113万2千円 4億9,565万7千円

可決された特別会計の補正予算

　
原
案
ど
お
り
可
決

　
原
案
ど
お
り
可
決

　
原
案
ど
お
り
可
決

歳
入
の
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
も
の

　
原
案
ど
お
り
可
決

請
願
・
陳
情

◆
国
民
健
康
保
険
税
特
別
会
計
な
ど
４
特
別
会
計

の
補
正
予
算
が
原
案
ど
お
り
可
決

議
決
さ
れ
た
条
例

質疑する小室重克議員



７
万
９
千
円（
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
４
４
０

万
円
等
）　

○
農
林
水
産

業
費　

３
０
１
万
６
千
円（

施
設
園
芸
燃
料
等
購
入
助

成
事
業
３
０
０
万
円
等
）　

○
商
工
費　

１
，８
６
６
万

４
千
円（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
発
行
事
業
補
助
金
１
，１

１
７
万
円
等
）　

○
教
育

費　

３
６
５
万
２
千
円（
抗

原
検
査
キ
ッ
ト
購
入
費
２

８
５
万
２
千
円
等
）

問　

３
社
の
入
札
で
な

ぜ
１
社
が
無
効
に
な
っ
た

の
か
。

答　
入
札
書
の
記
載
事
項

に
誤
り
が
あ
っ
た
た
め
無

効
と
し
た
。

問　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
。

答　
当
初
の
商
工
会
の
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
村
補

助
金
と
し
て
10
％
充
て
て

い
た
が
、
さ
ら
に
20
％
上

乗
せ
し
て
30
％
の
補
助
を

す
る
。

問　
施
設
園
芸
燃
料
等
購

入
助
成
事
業
に
つ
い
て
。

答　
原
油
価
格
物
価
高
騰

の
た
め
、
園
芸
農
業
者
を

対
象
に
支
援
す
る
事
業
で
、

購
入
し
た
１
Ｌ
あ
た
り
10

円
で
上
限
は
1
事
業
所
に

つ
き
10
万
円
ま
で
を
限
度

額
と
す
る
。

地
方
植
樹
祭

　

令
和
4
年
度
第
71
回
地

方
植
樹
祭
が
７
月
１
日
に

泉
崎
村
さ
つ
き
公
園
で
行

わ
れ
た
。
県
南
農
林
事
務

所
長
は
じ
め
県
関
係
代
表

者
、
県
南
地
方
市
町
村
長
、

森
林
関
係
者
が
一
堂
に
会

し
、
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
村
議
会
か
ら
は
藤
田

利
春
議
長
が
出
席
し
、
記

念
樹
の
植
栽
を
行
い
ま
し

た
。

町
村
議
会
広
報
研
修
会

　

令
和
４
年
６
月
30
日
に

福
島
市
と
う
ほ
う
・
み
ん

な
の
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
町
村
議
会
広
報
研

修
会
が
行
わ
れ
、
県
内
町

村
議
会
の
広
報
編
集
委
員

が
集
ま
り
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
長
岡
光
弘

氏
を
講
師
に
招
き
、
塙
町

ほ
か
県
内
６
町
村
の
議
会

広
報
紙
を
取
り
上
げ
一
つ

ひ
と
つ
ア
ド
バ
イ
ス
し
な

が
ら
広
報
紙
の
広
報
力
を

高
め
る
た
め
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
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令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会

令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会

　

臨
時
議
会
は
７
月
22
日

に
開
会
し
、
工
事
請
負
契

約
の
締
結
と
補
正
予
算
の

２
件
の
案
件
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

◆
中
島
村
役
場
整
備
事

業
庁
舎
建
築
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
７
月
15
日
、

制
限
付
一
般
競
争
入
札
に

付
し
た
中
島
村
役
場
整
備

事
業
庁
舎
建
築
工
事
の
請

負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
、

議
会
の
議
決
を
求
め
ら
れ

た
も
の
。

・
工
事
名　

中
島
村
役
場

整
備
事
業
庁
舎
建
築
工
事

・
契
約
金
額　

４
億
９
，

８
３
０
万
円
（
内
消
費
税

額
金
４
，
５
３
０
万
円
）

・
相
手
方　

白
河
市
新
白

河
一
丁
目
73
番
地　

三
金

興
業
株
式
会
社　

代
表
取

締
役　

金
子
芳
尚

◆
令
和
４
年
度
中
島
村

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

既
定
予
算
額
に
３
，
５

９
４
万
２
千
円
を
増
額
し
，

予
算
総
額
を
38
億
６
，
４

５
７
万
５
千
円
と
す
る
。

（
増
額
補
正
）
国
庫
支
出

金
、
３
，９
０
５
万
円

（
増
額
補
正
）
○
総
務
費　

３
２
７
万
２
千
円
（
選

挙
用
品
２
８
２
万
２
千
円

等
）　

○
民
生
費　

６
３

　

参
加
し
た
議
員
は
真
剣

に
講
師
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。

町
村
議
会
議
長
・
副
議

長
研
修
会

　

令
和
4
年
5
月
30
日
、

令
和
4
年
度
町
村
議
会

議
長
・
副
議
長
研
修
会

が
３
年
ぶ
り
に
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
行

わ
れ
、
藤
田
利
春
議
長
、

木
村
秋
夫
副
議
長
が
参
加

し
ま
し
た
。
研
修
会
に
は

全
国
か
ら
約
１
，
６
０
０

人
の
町
村
議
会
議
長
・
副

議
長
等
が
集
ま
り
、
議
員

報
酬
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
の
研
修
が
あ
り
、
住
民

に
求
め
ら
れ
て
い
る
町
村

議
員
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
教
示
が
あ
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
も
の

　
原
案
ど
お
り
可
決

　
原
案
ど
お
り
可
決

質
疑
応
答

議　
員　
活　
動

議　
員　
活　
動子どもたちと植樹する

藤田利春議長

村ホームページ（公共工事入札及び契約の公表）から

参加した広報編集委員
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浦原地区北部の浸水対策は？浦原地区北部の浸水対策は？

答
　

村
で
は
東
日
本
大
震
災

並
び
に
令
和
元
年
度
東
日

本
台
風
か
ら
得
た
教
訓
を

踏
ま
え
、
安
心
で
安
全
な

村
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

小林　均議員
排水路設置整備計画を策定し、穴堰土地改良
区と協議していく

分岐点の排水路状況

住宅付近の排水路状況

浦原ニュータウン

住宅脇を通る土側溝

村　

長

問

　
　
　

浦
原
地
区
北
部

　
　

は
地
元
企
業
、
資

材
置
き
場
、
住
宅
地
も

建
設
さ
れ
て
き
て
い
る
。

西
側
に
は
浦
原
分
譲
地

の
開
発
区
域
が
あ
る
。

特
に
こ
の
地
域
は
高
低

差
も
な
く
、
地
下
水
位

が
高
い
区
域
で
も
あ
り
、

集
中
豪
雨
や
長
雨
が
あ

る
と
、
住
宅
地
や
農
地

浸
水
被
害
が
発
生
し
て

い
る
。
そ
の
要
因
は
浦

原
分
譲
地
か
ら
の
ま
と

ま
っ
た
流
水
、
浦
原
公

民
館
方
面
か
ら
来
る
排

水
路
の
交
流
に
よ
っ
て

浸
水
被
害
が
起
き
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

　

村
は
集
中
豪
雨
に
対

す
る
浸
水
被
害
対
策
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

め
、
令
和
３
年
に
中
島
村

国
土
強
靱
化
地
域
計
画
を

策
定
し
た
。
こ
の
計
画
に

は
、
多
様
な
リ
ス
ク
シ
ナ

リ
オ
を
想
定
し
た
強
靱
化

の
推
進
方
針
や
推
進
事
業

を
明
記
し
て
い
る
。

　

浸
水
被
害
は
排
水
路
網

の
整
備
、
た
め
池
の
し
ゅ

ん
渫
を
推
進
事
業
と
し
、

本
年
度
か
ら
童
里
夢
公
園

内
の
新
池
の
し
ゅ
ん
渫
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

　

田
畑
排
水
の
管
理
等

は
、
受
益
者
組
織
の
土

地
改
良
区
に
よ
っ
て
行

わ
れ
、
排
水
路
管
理
は

土
地
改
良
区
が
行
う
の

が
望
ま
し
く
、
穴
堰
土

地
改
良
区
に
要
望
し
て

い
き
た
い
。

　

住
宅
地
等
の
浸
水
被

害
対
策
と
し
て
、
今
後
、

農
協
集
出
荷
場
周
辺
の

流
域
雨
量
調
査
を
行
い
、

浦
原
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
周

辺
の
流
域
雨
量
調
査
結

果
デ
ー
タ
を
活
用
し
な

が
ら
、
排
水
路
設
置
整

備
計
画
を
策
定
し
、
穴

堰
土
地
改
良
区
と
協
議

を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

ス
マ
ホ
な
ど
で
撮
影
し

た
村
・
学
校
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
、
ス
ポ
少
活
動
な
ど
、

様
々
な
写
真
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
募
集
写
真　

中
島
村
内

で
撮
影
さ
れ
た
カ
ラ
ー
写

真
（
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
）

■
応
募
資
格　

中
島
村
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■
応
募
方
法　

氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
写
真
の

タ
イ
ト
ル
、
撮
影
場
所
、

撮
影
日
時
を
記
載
し
、
議

会
事
務
局
へ
電
子
メ
ー
ル

か
、
直
接
電
子
デ
ー
タ
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り
日

○
11
月
号

　

令
和
４
年
10
月
14
日

○
２
月
号

　

令
和
５
年
１
月
13
日

○
５
月
号

　

令
和
５
年
３
月
31
日

■
選
考
方
法　

報
編
集
委

員
会
で
選
考
の
上
、
採
用

写
真
を
決
定
し
ま
す
。
採

用
さ
れ
た
方
に
は
景
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。
詳
細
は

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

表
紙
写
真

募集

　
　
　
　

１
点
目
は
側

　
　
　

溝
の
流
水
が
滞

っ
て
い
る
こ
と
。
二
つ

目
は
上
流
、
村
の
分
譲

地
開
発
区
域
か
ら
の
雨

水
、
農
協
方
面
か
ら
来

る
排
水
が
あ
り
、
多
方

面
か
ら
の
合
流
が
見
ら

れ
る
こ
と
。
三
つ
目
は

排
水
が
途
中
途
中
で
何

ヶ
所
も
曲
が
り
く
ね
っ

て
非
常
に
排
水
状
態
が

悪
い
こ
と
。
穴
堰
土
地

改
良
区
と
協
議
を
し
、

被
害
が
な
い
よ
う
に
対

策
を
練
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

意見
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県
道
棚
倉
矢
吹

　
　

線
で
の
大
型
車
両

通
行
時
の
振
動
、
騒
音

の
改
善
に
向
け
、
調
査
、

改
善
を
求
め
る
要
望
が

あ
り
、
村
で
は
村
民
の

よ
り
良
い
生
活
環
境
の

整
備
に
努
め
る
と
あ
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
な

調
査
、
改
善
を
し
て
い

く
の
か
。

　

   　

仲
家
か
ら
滑
津

　
　

小
学
校
ま
で
道
路

整
備
は
さ
れ
、
歩
道
幅

の
広
い
安
全
安
心
の
歩

道
が
あ
る
が
、
滑
津
小

学
校
か
ら
代
畑
地
区
ま

で
、
ま
た
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
中
島
店
か
ら
西
側

答 マンホール周辺の維持管理を徹底し、
より良い生活環境の整備に努めていく。 小室　重克議員

　
　
　

県
道
棚
倉
矢
吹

　
　

線
の
川
原
田
工
区

バ
イ
パ
ス
は
、
車
の
流

れ
を
格
段
に
良
く
し
た
。

中
島
北
区
バ
イ
パ
ス
の

計
画
は
、
ど
の
よ
う
な

ル
ー
ト
、
規
模
、
そ
し

て
完
成
予
定
年
度
は
い

つ
な
の
か
。

県道の車両通行の振動、騒音の県道の車両通行の振動、騒音の
改善対策は？改善対策は？

大型車両が通る県道
代畑地区まで歩道がない
（滑津小学校付近）

答

中島北区バイパス計画の中島北区バイパス計画の
把握状況は？把握状況は？
川原田バイパスに接道させ、現道の東側を通り、
終点側は平名塚交差点に接続する。

　

今
後
行
政
区
の
要
望
を

考
慮
し
、
優
先
順
位
を
つ

け
て
県
に
要
望
し
て
い
き

た
い
。
現
在
ま
で
滑
津
小

学
校
付
近
の
歩
道
を
長
年

要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
引
き
続
き
滑
津
小

学
校
付
近
の
歩
道
整
備
を

優
先
的
に
推
進
し
て
い
く
。

　

県
の
住
民
説
明
会
で
は

基
本
方
針
と
し
て
、
一

つ
目
は
起
点
側
は
川
原
田

バ
イ
パ
ス
に
接
道
さ
せ
る

こ
と
。
二
つ
目
は
現
道
の

東
側
を
通
し
て
い
く
こ
と
。

三
つ
目
は
終
点
側
が
平
名

塚
交
差
点
に
接
続
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。
用
地
測
量

幅
は
80
ｍ
、
約
２
km
の
地

形
測
量
を
実
施
し
、
詳
細

設
計
は
来
年
度
以
降
に
予

定
し
て
い
る
。
車
両
幅
員

に
は
片
側
3
・
25
ｍ
、
両

側
で
6.5
ｍ
。
歩
道
2.5
ｍ

路
肩
を
含
め
、
全
幅
11
ｍ
。

完
成
予
定
年
度
は
最
短
で

10
年
程
度
と
説
明
が
あ
っ

た
。

村　

長

村　

長

中島北バイパス終点接続予定の交差点

問

問

　
　
　

県
道
バ
イ
パ

　
　

ス
、
歩
道
整
備
な

ど
、
村
の
優
先
す
る
情

報
を
県
南
建
設
事
務
所

に
陳
情
、
要
望
と
し
て

村
長
を
は
じ
め
教
育
長
、

担
当
課
長
、
職
員
一
丸

と
な
り
連
携
し
な
が
ら

早
期
実
現
を
目
指
し
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

意見

　

県
の
舗
装
工
事
の
際

に
、
村
で
は
マ
ン
ホ
ー

ル
高
さ
調
整
工
事
を
同

時
に
実
施
し
て
、
振
動

騒
音
の
対
策
を
行
っ
て

い
る
が
、
軟
弱
地
盤
で

あ
る
た
め
、
幾
度
と
な

く
マ
ン
ホ
ー
ル
周
辺
の

修
繕
を
行
っ
て
き
た
。

二
子
塚
か
ら
川
原
田
区

間
は
バ
イ
パ
ス
が
開
通

し
た
こ
と
か
ら
、
振
動

や
騒
音
は
軽
減
さ
れ
た
。

二
子
塚
よ
り
以
北
は
、

大
型
車
両
の
通
行
時
に

振
動
や
騒
音
が
出
て
い

る
状
況
に
あ
り
、
今
後

村　

長

も
マ
ン
ホ
ー
ル
周
辺
の

維
持
管
理
を
徹
底
し
、

よ
り
良
い
生
活
環
境
の

整
備
に
努
め
て
い
く
。

へ
の
県
道
に
は
歩
道
が

な
く
、
村
民
か
ら
歩
道

設
置
が
望
ま
れ
て
い
る
。

今
後
、
計
画
が
あ
る
の

か
。
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最
近
、
県
内
各

　
　

町
村
に
よ
っ
て
は

コ
ロ
ナ
禍
対
応
か
ら
さ

ら
に
物
価
高
騰
の
た
め

の
商
品
券
を
配
布
す
る

と
い
う
の
が
出
て
き
て

い
る
。
物
価
高
に
対
応

す
る
た
め
村
が
行
動
を

起
こ
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

意見

福島沖地震の被害、支援状況は？福島沖地震の被害、支援状況は？

答
　

村
の
罹
災
調
査
に
よ
っ

て
現
在
ま
で
72
世
帯
79
棟

の
家
屋
被
害
が
確
認
さ
れ
、

こ
の
う
ち
、
半
壊
が
１
棟
、

準
半
壊
が
66
棟
、
一
部
損

壊
が
12
棟
で
あ
っ
た
。
今

回
の
地
震
で
県
内
全
域
が

災
害
救
助
法
の
適
用
と
な

り
国
の
準
半
壊
以
上
の
修

繕
工
事
支
援
が
本
年
6
月

15
日
ま
で
を
期
限
と
し
て

開
始
さ
れ
た
。
一
部
損
壊

に
対
す
る
修
繕
工
事
の
支

援
と
併
せ
、
迅
速
に
事
業

を
進
め
て
い
る
。

椎名　康夫議員72世帯79棟の家屋被害があった。

村　

長

問

　
　
　

令
和
4
年
3
月

　
　

16
日
福
島
県
沖
を

震
源
と
す
る
。
震
度

6
強
の
地
震
に
よ
っ
て
、

県
内
で
は
多
大
な
被
害

が
発
生
し
た
。
昨
年
の

2
月
13
日
の
大
き
な
揺

れ
と
２
年
続
け
て
の
地

震
災
害
に
被
害
を
受
け

た
方
が
多
数
い
た
が
、

村
内
の
被
害
状
況
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
？

　

生
活
実
態
に
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
の
住
居
に
つ
い
て
修

繕
工
事
が
認
め
ら
れ
る
場

合
が
あ
る
。
令
和
3
年
度

支
援
制
度
に
よ
り
修
繕
を

実
施
し
た
世
帯
は
準
半
壊

で
22
世
帯
、
一
部
損
壊
が

4
世
帯
、
こ
の
中
で
本
年

3
月
の
地
震
に
よ
る
被
害

村　

長

　
　
　

2
棟
以
上
被
災

　
　

さ
れ
た
方
や
令
和

3
年
に
被
災
を
受
け
て
、

支
援
制
度
を
利
用
し
今

回
も
被
災
さ
れ
た
方
な

ど
の
対
応
は
？

を
受
け
、
実
際
調
査
を
受

け
た
世
帯
は
6
世
帯
で
、

支
援
制
度
の
利
用
を
希
望

し
て
い
る
。

商品券発行の経済波及効果は？商品券発行の経済波及効果は？

答 利用率は99%を超え、9,863万円の経済効果
が生まれた。

問

　

令
和
２
年
度
の
第
１
弾

で
は
商
品
券
配
布
金
額
に

対
し
利
用
率
は
99
％
と
な

っ
て
お
り
、
令
和
３
年
度

の
第
２
弾
も
、
利
用
率
は

99
％
を
超
え
て
い
る
。
第

１
弾
、
第
２
弾
に
お
い
て
、

商
品
券
利
用
合
計
金
額
９
，

８
６
３
万
円
の
経
済
効
果

が
生
ま
れ
、
村
内
登
録
事

業
者
に
対
し
、
大
き
な
支

村　

長

　
　
　

村
は
令
和
４
年

　
　

度
地
域
経
済
回
復

給
付
事
業
と
し
て
、
第

３
回
目
の
商
品
券
発
行

配
布
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
村
民
が
待
ち
望
ん

で
い
る
施
策
で
あ
る
が
、

検
証
す
る
こ
と
も
大
事

で
は
な
い
か
。
過
去
２

回
の
利
用
率
は
そ
れ
ぞ

れ
ど
の
程
度
な
の
か
。

中
島
村
へ
の
い
わ
ゆ
る

経
済
波
及
効
果
等
は
ど

う
な
の
か
な
ど
、
こ
の

事
業
の
成
果
は
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

援
の
成
果
が
あ
っ
た
と
判

断
し
て
い
る
。
村
民
の
生

活
支
援
の
後
押
し
と
な
り
、

本
事
業
の
利
用
実
績
か
ら

お
お
む
ね
達
成
で
き
て
い

る
と
評
価
し
て
い
る
。

被災した公共施設（輝らフィット）

店
頭
に
は
輝
ら
メ
キ
商
品
券

の
ポ
ス
タ
ー



議会だより　R4.8

　二子塚地区は、西組、中組、後山組の3地域から成
り、それぞれの実行組合がきちんとした組織で運営さ
れています。また、ひだまり会（老人クラブ）、社寺
総代、消防団、子供会等の各種団体が積極的に事業を
行っています。先人の諸先輩方々から地域みんなで決
めたことは地域全体で協力し、お互いに助け合いなが
ら事業を行っています。地域コミュニティを図り、豊
かで住みよい地域づくりに努めるため、地域全員、一
堂に会しての総会の開催、堀さらい作業、伝統行事の
「どんと焼き」、「熊野講祭」、「村祈願祭」などを
行っています。

８

「行政区長に聞く」は村内各11地区のＰＲなどを交えて各行政区長に紹介していただきます。

１　二子塚地区のＰＲをお願いします。１　二子塚地区のＰＲをお願いします。

「行政区長に聞く」7回目
　全11回

２　村、議会に望むことを教えてください。２　村、議会に望むことを教えてください。

３　未来の区の夢を教えてください。３　未来の区の夢を教えてください。

二子塚行政区長

吉田　茂典さん
〈71歳〉

議会だよりへのご意見をお寄せください。議会だよりへのご意見をお寄せください。
FAX 0248－52－2449
メール gikai@vill-nakajima.jp

　　  中　島　村　議　会
〒961-0192　福島県中島村大字滑津字中島西11-1

電話 0248－52－3486

発行

　農村地域特有の問題として、高齢少子化の問題があ
ります。そして、それらに伴う人口減少が考えられま
す。村、地域の弱体化が進むことが予測されます。村、
地域のエネルギーの基は人口です。行政にあって人口
は重要な要素です。中島村のアンケート調査で「自然
が豊かで閑静な住環境」で住みやすい村であると答え
ています。
　このように注目されている村ですが、今がこの村の
分岐点になるかもしれないと言う危機感を持ち、この
分岐点を越えるための手を打って行かなければならな
いと思いまます。
　この村の良さをPRし、次の世代に希望を持たせて

　２月から県道のバイパスが開通しました。地域もこ
れを契機に発展が考えられます。そのため、村で「ふ
るさと納税」を活用した地域活性化や地域経済の循環
に関する事業として、「二子塚ニュータウン事業」や
「企業誘発事業（農業も含む）」を二子塚地区で進め
ることを期待したいと思います。

住民の声
こ え

白河市

矢吹町

泉崎村

石川町

二子塚行政区

議会のうごき議会のうごき

５
月

25日 ・例月出納検査

26日 ・第２回広域圏組合議会臨時会
　（広域圏組合議場 表郷庁舎） 

30日 ・令和４年度町村議会議長・副議長研修会　
　（東京国際フォーラム）

６
月

3日
・議会運営委員会
・福島県町村議会議長会第1回定期総会
　（自治会館）

10日 ・第２回定例会　開会　　
・総務教育常任委員会（陳情）

13日 ・議員全員協議会

６
月

14日 ・第２回定例会、一般質問、条例

15日 ・第２回定例会、補正予算、閉会

22日 ・例月出納検査

30日 ・町村議会広報研修会（福島市　とうほう・
　みんなの文化センター）

７
月

１日 ・第71回地方植樹祭（泉崎村さつき公園）

21日 ・例月出納検査

22日 ・議会運営委員会、議員全員協議会、令和４
　年第２回臨時会

あげたい新たな政策をお願いします。そのために、仮
称「地域おこし協力隊」「地域夢チャレンジ推進事
業」の組織など考え、様々な意見を拝聴し地域の活性
化、人口増を図っていただきたいと思います。


